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【海外株式市場・経済指標他】 ～自動車販売：好調そのもの～ 

・ＮＹダウ平均株価は前日比＋129.47の16956.07㌦で取引終了。 

・６月ＩＳＭ製造業景況指数は55.3と市場予想（55.9）に反して前月（55.4）と同水準に留まった。内訳は

生産（61.0→60.0）、入荷遅延（53.2→51.9）が下押し寄与となった一方、新規受注（56.9→58.9）が一

段と改善し14年入り後の最高を更新、雇用（52.8）と在庫（53.0）は前月から変わらなかった。受注残の

（52.5→48.0）大幅低下は挽回生産が終了したことを示唆。このように強弱入り混じる内容となったが、

新規受注・在庫比率の上昇は先行きの増産シナリオをサポートしており、ポジティブに評価できる。同日

発表の６月Markit版ＰＭＩは57.3と速報値から0.2pt下方修正されたが、前月（56.4）から改善しているこ

とに変わりは無く、こちらも先行きに明るいメッセージを発している。悲観は不要。 

・６月米自動車販売台数（SAAR）は1698万台と、2006年７月以来の水準を回復。寒波のペントアップデマン

ドをこなしてもなお好調を維持しており、四半期ベースでは年率＋26.1％という非常に高い伸びとなった。 
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米 自動車販売台数

11:25 現在

＜主要株価指数＞

終値 前日比
日経平均株価 15405.40 79.20
ＮＹダウ 16,956.07 129.47
ＤＡＸ（独） 9,902.41 69.34
FTSE100（英） 6,802.92 58.98
CAC40(仏） 4,461.12 38.28
＜外国為替＞※

101.64 円 0.11 円
1.3677 ㌦ -0.00 ㌦

＜長期金利＞※
日本 0.558 ％ -0.001 ％
米国 2.565 ％ 0.034 ％
英国 2.705 ％ 0.035 ％
ドイツ 1.247 ％ 0.002 ％
フランス 1.705 ％ 0.005 ％
イタリア 2.830 ％ -0.016 ％
スペイン 2.638 ％ -0.023 ％
＜商品＞
ＮＹ原油 105.34 ㌦ -0.03 ㌦
ＮＹ金 1326.60 ㌦ 4.60 ㌦

※は右上記載時刻における直近値。図中の点線は前日終値。

(出所）Bloomberg
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【外国為替相場・債券市場】～ユーロ圏ＰＭＩ：モメンタム鈍化～ 

・前日のＧ10通貨はJPY、EUR、CHFに対してUSDが堅調だった。USD/JPYはISMの予想下振れを受けてやや下落

したものの、米金利上昇・米株高が進むなか徐々に水準を切り上げた。EUR/USDも一時1.37にタッチしたが、

その後は水準を切り下げた。２日日本時間でUSDJPYは日本株上昇に沿い、やや水準を切り上げている。 

・米10年金利は＋3.4bpの2.565％。欧米株高が進むなか、期初の買いも手控えられた模様。欧州債市場はコ

ア・セミコア軟調、GIIPS堅調。経済指標は、６月ユーロ圏PMI（製）が51.8と速報から0.1pt下方修正。フ

ランスは上方修正（47.8→48.2）されたが、ドイツの下方修正（52.4→52.0）が響いた。その他ではスペ

インが54.6と強く、イタリアも52.6と好調を維持。５月ユーロ圏失業率は11.6％と0.1％pt下方修正された

前月から横ばい。ただし、ドイツでは失業者数が２ヶ月連続増加、ユーロ圏全体でも減少ペースが鈍化し

ており、労働市場の改善ペースが鈍化している可能性が指摘できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国内株式市場・経済指標他】～物価見通し：変化なし～ 

・日経平均株価は米株高を受けて高寄り。 

・日銀短観の物価全般(ＣＰＩ)見通し(全企業)は、１、３、５年後でそれぞれ＋1.5％(３月調査＋1.5％)、

＋1.6％(＋1.7％)、1.7％(＋1.7％)となり、ほとんど変化がみられなかった。販売価格見通しも同様に＋

1.1％(＋1.1％)、＋1.8％(＋1.9％)、＋2.1％(＋2.3％)とほぼ変化なし。デフレ脱却という観点からは、

水準そのものよりもＣＰＩと販売価格の伸び率格差が縮小するかが重要だろう。販売価格見通しがＣＰＩ

に収斂（キャッチアップ）するということは、過当な値下げ競争が終焉するということと同義だ。 

 

【注目点】～クルマ良ければ全てよし、実質消費減少もなんのその～ 

・ＰＣＥ（≒ＧＤＰ）ベースでは実質個人消費が４・５月に２ヶ月連続（▲0.2％、▲0.1％）でマイナスと

なり、２Ｑ個人消費の回復力に疑問が投げかけられている。しかしながら、過去２ヶ月の実質消費支出の

落ち込みは食料・エネルギー支出が１Ｑ対比で▲2.0％減少したことが大きく影響している点に注意が必要

だ。反対に耐久財支出は１Ｑ対比で＋2.4％と堅調で、この間の消費者信頼感指数の改善が示すよう、個人

消費の基調は弱くないと考えられる。そうした見方を裏付けるかのように、昨日発表された６月自動車販

売台数は1698万件と驚くほど強く、消費者が選択的支出に意欲的であるとの見方を裏付けた。６月の水準

は2006-07平均（1677万台）を既に凌駕しているが、当時から人口が年率１％程度増加していることを踏ま

えると、今後も更なる販売増が見込まれる。こうした好調な自動車販売は、製造業セクターの設備稼働率

上昇に少なからず貢献することが容易に想像でき、これは耐久財受注（≒設備投資）の増加に早晩反映さ

れるだろう。６月ＩＳＭ新規受注の上昇も上記シナリオをサポートしている。つまるところ、米経済の自

律回復は継続中であり、こうした好循環が継続するなかで、企業収益にポジティブな選択的支出が拡大、

スラックは縮小、物価・賃金は上昇が見込まれる。米株高に日本株が追随、米金利上昇を受けてUSD/JPYが

上昇するとの見方が極めて自然に思える。 
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